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本資料は、勉強会の為に作成されたものであり、有価証券の取引、その他の取引の勧誘を目的としたもの
ではありません。投資に関する最終決定はお客様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。本資料及
び資料にある情報をいかなる目的で使用される場合におきましても、お客様の判断と責任において使用され
るものであり、本資料及び資料にある情報の使用による結果について、当社は何らの責任を負うものではあり
ません。

本資料で記載しております価格、数値、金利等は概算値または予測値であり、諸情勢により変化し、実際
とは異なることがございます。また、本資料は将来の結果をお約束するものではなく、お取引をなさる際に実際
に用いられる価格または数値を表すものでもございませんので、予めご了承くださいますようお願いいたします。

ご注意事項

加入協会
日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人第二種金融
商品取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
商号等
楽天証券株式会社／金融商品取引業者関東財務局長（金商）第195号、商品先物取引業者
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■外国株式 海外ETF／ETN／REIT

【外国株式等の取引にかかるリスク】
外国株式等は、株価（価格）の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、為替相場の変動等により損失（為替差損）が生じるおそれがあります。上場投資信託（ETF）は
連動対象となっている指数や指標等の変動等、上場投資証券（ETN）は連動対象となっている指数や指標等の変動等や発行体となる金融機関の信用力悪化等、上場不動産投
資信託証券（REIT）は運用不動産の価格や収益力の変動等により、損失が生じるおそれがあります。

●レバレッジ型、インバース型ＥＴＦ及びＥＴＮのお取引にあたっての留意点
上場有価証券等のうち、レバレッジ型、インバース型のETF及びETN（※）のお取引にあたっては、以下の点にご留意ください。

・ レバレッジ型、インバース型のETF及びETNの価額の上昇率・下落率は、2営業日以上の期間の場合、同期間の原指数の上昇率・下落率に一定の倍率を乗じたものとは通常一致
せず、それが長期にわたり継続することにより、期待した投資成果が得られないおそれがあります。
・ 上記の理由から、レバレッジ型、インバース型のETF及びETNは、中長期間的な投資の目的に適合しない場合があります。
・ レバレッジ型、インバース型のETF及びETNは、投資対象物や投資手法により銘柄固有のリスクが存在する場合があります。詳しくは別途銘柄ごとに作成された資料等でご確認いただ
く、またはコールセンターにてお尋ねください。
※ 「上場有価証券等」には、特定の指標（以下、「原指数」といいます。）の日々の上昇率・下落率に連動し1日に一度価額が算出される上場投資信託（以下「ETF」といいま
す。）及び指数連動証券（以下、「ETN」といいます。）が含まれ、ETF及びETNの中には、原指数の日々の上昇率・下落率に一定の倍率を乗じて算出された数値を対象指数とする
ものがあります。このうち、倍率が＋（プラス）１を超えるものを「レバレッジ型」といい、－（マイナス）のもの（マイナス１倍以内のものを含みます）を「インバース型」といいます。

外国株式のリスクと費用について
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【米国株式の信用取引にかかるリスク】
米国株式信用取引の対象となっている株式等の株価（価格）の変動等により損失が生じるおそれがあります。米国株式信用取引は差し入れた委託保証金を上回る金額の取引をお
こなうことができるため、大きな損失が発生する可能性があります。その損失額は差し入れた委託保証金の額を上回るおそれがあります。また、米国株式信用取引は外貨建てで行う取引
であることから、米国株式信用取引による損益は外貨で発生します。そのため、お客様の指示により外貨を円貨に交換する際の為替相場の状況によって為替差損が生じるおそれがありま
す。

【外国株式等の取引にかかる費用】
〔現物取引〕
1回のお取引金額で手数料が決まります。

外国株式のリスクと費用について

分類 取引手数料

米国株式
約定代金の0.495％（税込）
・最低手数料：0米ドル
・上限手数料：22米ドル（税込）

中国株式
約定代金の0.275％（税込）
・最低手数料：550円（税込）
・上限手数料：5,500円（税込）

アセアン株式
約定代金の1.10％（税込）
・最低手数料：550円（税込）
・手数料上限なし

※当社が別途指定する銘柄の買付手数料は無料です。
※米国株式の売却時は上記の手数料に加え、別途SEC Fee（米国現地取引所手数料）がかかります。詳しくは当社ウェブページ上でご確認ください。
※中国株式・アセアン株式につきましては、カスタマーサービスセンターのオペレーター取次ぎの場合、通常の取引手数料に2,200円（税込）が追加されます。
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〔米国株式信用取引〕
1回のお取引金額で手数料が決まります。

外国株式のリスクと費用について

取引手数料

約定代金の0.33％（税込）
・最低手数料：0米ドル

・上限手数料：16.5米ドル（税込）

米国株大口優遇の判定条件を達成すると、以下の優遇手数料が適用されます。米国株大口優遇は一度条件を達成すると、3ヶ月間適用になります。詳しくは当社
ウェブページをご参照ください。

〔米国株式信用取引（米国株大口優遇）〕
約定金額にかかわらず取引手数料は0米ドルです。

※当社が別途指定する銘柄の新規買建または買返済時の取引手数料は無料です。
※売却時（信用取引の場合、新規売建/売返済時）は上記の手数料に加え、別途SEC Fee（米国現地取引所手数料）がかかります。詳しくは当社ウェブページ上でご確認くださ
い。

●米国株式信用取引には、上記の売買手数料の他にも各種費用がかかります。詳しくは取引説明書等をご確認ください。

●米国株式信用取引をおこなうには、委託保証金の差し入れが必要です。最低委託保証金は当社が指定する30万円相当額、新規建て時に最低必要な委託保証金率は50％、委
託保証金最低維持率（追証ライン）が30％です。委託保証金の保証金率が30％未満となった場合、不足額を所定の時限までに当社に差し入れていただき、委託保証金へ振替え
ていただくか、建玉を決済していただく必要があります。
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【米国貸株サービスにかかるリスクおよび費用】
●リスクについて
米国貸株サービスの利用に当社とお客様が締結する契約は「消費貸借契約」となります。株券等を貸付いただくにあたり、楽天証券よりお客様へ担保の提供はなされません（無担
保取引）。

●投資者保護基金の対象とはなりません
貸付いただいた株券等は、証券会社が自社の資産とお客様の資産を区別して管理する分別保管および投資者保護基金による保護の対象とはなりません。

●手数料等諸費用について
お客様は、株券等を貸付いただくにあたり、取引手数料等の費用をお支払いいただく必要はありません。

●配当金等、株主の権利・義務について
貸借期間中、株券等は楽天証券名義又は第三者名義等になっています。そのため、貸借期間中に権利確定日が到来した場合の配当金については、発行会社より配当の支払い
があった後所定の期日に、所得税相当額を差し引いた配当金相当額が楽天証券からお客様へ支払われます。また、株式分割等コーポレートアクションが発生した場合（整数倍の
株式分割を除く）、自動的にお客様の口座に対象銘柄を返却することで、お客様は、株主の権利を獲得します。

●配当金の情報について
米国貸株サービスにおける配当金の情報は、S&Pグローバル社より提供されるデータを基にしており、原則として毎営業日の更新となります。配当金は各企業の判断で廃止・変更に
なる場合がありますので、必ず当該企業のホームページ等で内容をご確認ください。

●大量保有報告の提出について
貸株対象銘柄について、楽天証券およびまたはそのグループ会社等の保有が基準以上となった際にSEC（Securities and Exchange Commission：米国証券取引委員
会）に報告書を提出する必要が生じます。その場合において、お客様の氏名、取引株数、契約の種類（株券消費貸借契約である旨）等を報告書に記載させていただく場合がご
ざいますので、予めご了承ください。

●税制について
株券貸借取引で支払われる貸借料及び貸借期間中に権利確定日が到来した場合の配当金相当額は、お客様が個人の場合、一般に雑所得又は事業所得として、総合課税の
対象となります。なお、配当金相当額は、配当所得そのものではないため、配当控除は受けられません。また、配当金相当額は外国税額控除の対象外です。また、お客様が法人の
場合、一般に法人税に係る所得の計算上、益金の額に算入されます。税制は、お客様によりお取り扱いが異なる場合がありますので、詳しくは、税務署又は税理士等の専門家にご
確認ください。

外国株式のリスクと費用について
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決算シーズン到来！ゼロから始める米国株投資
～銘柄の良し悪しを見極める力～
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米国株市況-指数レベル

ナスダック最高値更新間際に、ラッセルはマイナス圏

赤：半導体指数
青:ナスダック
オレンジ：ダウ
黄色：SP500
紫：ラッセル
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年初来

半導体指数
+4.44%

ナスダック+3.37%

ダウ+0.45%

S&P500+2.65%

ラッセル-4.24%

出展：Trading View 2025年6月23日時点



米国株市況-テック大型株（M7）

年初来でプラスはMETA,MSFT,NVDAのみ
それ以外のM７は全てマイナス圏（高揚なき高騰）→じり高へ

92025年6月23日時点
出展：Trading View



米国株市況-インフレ率の変遷

・CPI総合指数は下落傾向、CPIコア指数は下落傾向
・FRBとパウエルは利下げへは慎重も状況は好転中
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青:総合指数 赤:コア指数（食品とエネルギー除く）

出展：https://fred.stlouisfed.org/graph/?g=rocU



米国株市況-ドルインデックス
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ドル安継続、ドル高のサポートも割り込んでいる
トランプ政権としては歓迎される状況に

2025年6月23日時点出展：Trading View



米国株市況-金利
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CPIではインフレ下火も、金利が高止まり
関税の影響によるインフレ再燃を大きく懸念してる状況

2025年6月23日時点出展：Trading View
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米国株市況-FOMC予想（6月末時点）

2025年12月FOMC政策金利予想：375-400(現在425-450)(４月は325-375)
よって利下げは年内に1回～2回と予想されている

引用：https://www.cmegroup.com/ja/markets/interest-rates/cme-fedwatch-tool.html



米国株市況-2025年サマリー
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・ここまで
①マーケットのトランプへの過小評価
②AIブームの鎮静化によるバリュエーション調整
③米国企業の底堅い決算（駄目な企業は淘汰される）
④利下げは様子見
⑤米国大型企業の自社株買いの株価支え
⑥関税騒動からの高揚なき高騰

・これから

①全て関税次第
②FRBがトランプ関税をどこまで緩和できるか
③企業が関税影響を緩和できるか
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・決算が株価に与える影響
・決算速報の見方
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• 現状の株価の正当性の答え合わせ
-現在までの金利やトレンドも含めて

• 将来の株価のターゲットの設定
-将来の金利やトレンドも含めて

決算が株価に与える影響

決算をみるポイントは下記2つ
現在までの答え合わせと将来への予想
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決算が株価に与える影響-NVDA

2025年6月23日時点

① ②

出展：Trading View
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決算が株価に与える影響-NVDA

2025年6月23日時点

①

出展：Trading View



19

NVDAEPS

売上

出展：Trading View
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決算が株価に与える影響-NVDA

2025年6月23日時点

②

出展：Trading View
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NVDAEPS

売上

出展：Trading View
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決算が株価に与える影響-TLN

2025年6月23日時点

① ②

出展：Trading View
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決算が株価に与える影響-TLN

①

2025年6月23日時点出展：Trading View
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Talen Energy Corporation(TLN)
EPS

売上

出展：Trading View
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決算が株価に与える影響-TLN

②

出展：Trading View
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アメリカと日本の資産マインドセットの違い
Talen Energy Corporation(TLN)

EPS

売上

出展：Trading View
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注目銘柄7選-銘柄概要①
超トレンドのPLTR、M７のMSFTは個人的に注目
それ以外にはモメンタムも考慮して7選紹介します
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注目銘柄7選-年初来

NVDA+15.2%
TLN+34.9%
VST+28.42%
AGX+47.9%
CRS+59.3%
GE+46.4%
COST+8.5%
SPY+6.96%

出展：Trading View 2025年7月3日時点
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注目銘柄7選-銘柄概要②
銘柄 Ticker 株価 時価総額 配当利回り PER EPS 売上 営業利益 ROE 1年後の目標価格

エヌビディア NVDA 159.34 3.89T 0.03% 50.65 3.13 148.51B 86.18B 115.5 173.87(9.12%)

タレン・エナジー TLN 286.31 13.03B 0 28.79 10.04 3.2B 1.25B 29.32 314.64(9.89%)

ヴィストラ

・コーポレーション
VST 192.2 65.22B 0.47% 29.33 6.51 21.75B 7.58B 46.29 189.6(-1.36)

アルガン AGX 211.09 2.88B 0.71% 28.94 7.39
910.16

M
91.59M 30.48 228(8.01%)

カーペンター CRS 279.58 13.92B 0.29% 38.98 7.13 2.44B 365.1M 21.78 297(6.23%)

ゼネラル・エレクトリック GE 246.88 263.27B 0.58% 38.17 6.46 39.68B 7.38b 28.09 256.07(3.7%)

コストコ COST 987.02 437.72B 0.53% 55.72 17.66 268.78B 10.08B 32.08 1089(10.4%)
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注目銘柄7選-銘柄概要③
銘柄 オススメポイント 注意点

エヌビディア

・モメンタム：AI

・圧倒的な高収益とAI関連のリーディングカンパニー

・自社で工場を持たず、TSMCなどのファウンドリに製造を委託するファブレス経

営により、柔軟な生産体制を構築

・現在は一強だが、AMDなどの追随

・中国との貿易戦争の変化を大きく受ける

タレン・エナジー

・モメンタム：エネルギー（原子力）

・エネルギー価格のコストダウンから急激に需要拡大

・6月11日アマゾンとデータセンターへの電力供給契約締結（2042年まで）

・収益的にはまだ十分ではないが、先々の収益も株価織り込み。

先行投資的な上がり方

・AI関連の大統領令への期待値も含む（近々予定か）

ヴィストラ

・コーポレーション

・モメンタム：エネルギー（原子力）

・エネルギー価格のコストダウンから急激に需要拡大

・収益的にはまだ十分ではないが、先々の収益も株価織り込み。

TLNよりは手堅い投資先

・AI関連の大統領令への期待値も含む（近々予定か）

アルガン

・モメンタム：低コスト電力

・同業他社と比較すると非常に高いROE30％

（鉄鋼などは15%程）

・23年から収益率が連続上昇中

・エネルギー関連なので景気が底堅い事が前提。一旦景気が崩

れると一気に株価が崩れる可能性

カーペンター

・モメンタム：航空、防衛（製造業）

・23年から急速に事業集中と再編により高収益化

・チタン、ニッケル、コバルトなどの特殊合金の軍需への需要が強い

・極めてニッチな分野の為、需要がなくなればほぼ無価値になる

可能性も

ゼネラル・エレクトリック
・2022年ROEがマイナスから大きく収益向上

・2018年８部門を3部門に統合（スリム化）

・航空機エンジン関係の為、関税関係の影響が非常に大きい

（売上が米国以外が50％）

コストコ
・生活必需品の要素を持ちながら一般消費財の動き

・食品のサブスクビジネス（アップルやＭＳＦＴ）

・サブスクビジネスだが、参入障壁が高いわかではないので成長

性の劣化には注意
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注目銘柄7選-1年

2025年7月3日時点

NVDA+24.2%
TLN+140.7%
VST+109.6%
AGX+193.1%
CRS+162.4%
GE+51.46%
COST+14.4%
SPY+13.4%

出展：Trading View
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注目銘柄7選-5年

2025年7月3日時点

NVDA+1420%
TLN+515%
VST+918%
AGX+374%
CRS+1137%
GE+641%
COST+202%
SPY+96.9%

出展：Trading View
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モメンタムの意味-5年間

マーケットには必ずトレンドがある、
その当時の株価の評価は状況が変化すると全く異なったものになる

出展：Trading View 2025年7月3日時点



オススメETF
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VOO
配当利回り1.21％

507銘柄（トップ10 31%)
年初来7.03%

時価総額荷重平均

SPY
配当利回り1.15％

503銘柄(トップ10 31%)
年初来 6.96%

時価総額荷重平均

QQQ
配当利回り0.51％

101銘柄(トップ10 45%)
年初来9.01％

時価総額荷重平均

VGT
配当利回り0.46％

323銘柄(トップ10 61%)
年初来8.48%

時価総額荷重平均

S&P500
インデックス
(全米含む)

成長

VYM
配当利回り2.6％

469銘柄(トップ10 25%)
年初来6.48%

時価総額荷重平均

HDV
配当利回り3.41％

81銘柄(トップ10 54%)
年初来6.16%

時価総額荷重平均

SPYD
配当利回り4.42％

82銘柄(トップ10 15.5%)
年初来0.93%

高配当利回り上位80銘柄
にほぼ均等に投資するETF

高配当

VTI
配当利回り1.2％

3,793銘柄トップ10 26%)
年初来6.49%

時価総額荷重平均

SMH
配当利回り0.38％

323銘柄(トップ10 62%)
年初来15.86%

時価総額荷重平均



35

オススメETF-年初来

年初来ではSMHがトップ、SPYDが最も上昇率が弱い

NVDA+1420%
TLN+515%
VST+918%
AGX+374%
CRS+1137%
GE+641%
COST+202%
SPY+96.9%

出展：Trading View 2025年7月3日時点
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オススメETF-5年間

5年間でもSMHがトップ、HDVが最も上昇が弱い
高配当銘柄は直近5年間はリターンで大きく劣後

出展：Trading View 2025年7月3日時点
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銘柄選び方サマリー

1. 難しいならSP500一択（VOOやSPYなど）

2. リスクの取り方を考える（家庭・環境に応じて）

3. モメンタム・トレンドで勘違いしない

4. 株式はリスク資産（生活防衛資金は残して）



終わりに（振り返り）

・個人投資家はマイペースに

・誰も未来は予想はできない。予想が外れたらアジャストする柔軟さは大切

・チャンスを逃さない準備も同時に

・周りに影響されずコツコツと

Keep your fingers crossed!!
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